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縮合環を別にすれば、 2 -フルオレニルや 2 -フェナントリルのような( 2 -ナフタレン型の)縮合
芳香環の反応性はメ夕、パラ置換ベンゼン系で得られた p ， y値を使って全く同種の式で一般に精度よ
く表わせると結論した。
lOg k/ko=p(O"o Aryl+ r ム σ正， Aryl) 


















位置水素の立体効果を受けず、 Streitwieser の inductive index および自己分極率と極めてよい相関
関係があることを見い出した。
σ。 =0.06ム(~rD1 ) + 1.51πrr +0.60 
縮合芳香環系と置換フェニル系が同一条件で研究された例は少ないが、津田君はアリールメチルケ
トンの塩基性度、アリールカルボン酸エチルエステルの加水分解速度を測定して、いずれも上の関係
式で精度よく相関されることを確かめた。
以上の津田君の研究は置換フェニル系と縮合芳香環系にわたる構造と反応性の定量的相関を見い出
したものとして、有機化学反応論に新しい分野を開いたものとして重要な研究であり、理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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